
しらたかの冬の香りと味を堪能
町内４カ所で新そばまつり開催

　毎年恒例の新そばまつりは 11 月、のどか村、滝
野交流館、あゆ茶屋、パレス松風の４カ所で開催さ
れました。
　今年も各会場では、白鷹の新そばを待ちわびたそ
ば好きの方々が列をつくるほどの大盛況。毎年来て
いるという方、初めて白鷹のそばを味わうという方、
子どもから大人までそれぞれが「おいしい」「やっ
ぱり新そばは一味違う」と絶賛。「隠れ蕎麦屋の里」
のそば打ち名人の皆さんが打った、香り豊かな新そ
ばを堪能しました。

　11 月 12 日、フラワー長井線利用拡大シンポジ
ウムが町文化交流センターあゆーむで初開催されま
した。
　これは、フラワー長井線の利用拡大及び存続のた
めに何が必要かを考え、話し合うことを目的にフラ
ワー長井線利用拡大協議会（内谷重治会長）が主催
したもの。この日は、沿線各地から約70人が参加し、
大正大学地域構想研究所教授の清水愼一氏による基
調講演と、沿線高校生や旅行会社代表によるパネル
ディスカッションに耳を傾け、フラワー長井線の今
後の重要性を再認識しました。

　10 月 29 日～ 11 月 23 日の日程で開催された第
40 回全日本少年サッカー大会山形県大会に、しら
たか FC. ホークスサッカースポーツ少年団が出場し
ました。
　県内 115 チームが参加するという、過去にない
大きなトーナメント戦となった今大会。今季好調の
FC. ホークスは、強豪チーム相手にも確実に勝利を
重ね、準々決勝の米沢フェニックス戦へ。試合には
敗れたものの、県ベスト８と健闘しました。浅野勇
太コーチは「（今の FC. ホークスは）悔しい経験を
糧に変わってきたチーム。今年は毎週のように試合
をこなすなど、ハードなトレーニングが子どもたち
の自信につながった」とコメントしました。

フラワー長井線利用拡大シンポジウムを開催
地域が一体となった利用拡大へ前進

対  FCドラゴン ０-０（PK２- ０）○

対　豊浦 jrFC ３-０　 ○

対　モンテディオ山形ジュニア庄内 ０-０（PK３-１）○

対　天童中部サッカースポーツ少年団 ２-０　 ○

対  米沢フェニックス ０-３　 ×

第40回全日本少年サッカー大会山形県大会
しらたか FC. ホークスが県ベスト８
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